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花と笑顔が咲く 
ひがしね 

東根地域づくり計画書 

（東根の花 ひまわり） 

東根地区振興協議会 
〔角田市ホームページ〕 

令和７年１２月 



○ 地区振興協議会長あいさつ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地区計画策定委員長あいさつ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 市民と行政の協働のまちづくりについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「市民と行政の協働のまちづくり」とは、市民と行政が対等の立場で、創造的

に相互に補完しあいながら、自治力・行政力を高め地域社会を創り上げていくこ

とであり、地域住民の身近な「助け合い・支え合い」も協働の一つになります。 

地域課題は多様化・複雑化しておりますが、自分たちの暮らす地域のことを誰

かに任せてしまうのではなく、「地域でできることは地域で」という意識と責任

のもとで、身近なところから主体的に実践していくことが求められています。 

 この度多くの地区民のご協力により、新しい「東根地域づくり計画」を

策定いたしました。 

 この地域づくり計画は、東根地区の 10 年１５年先の将来像や目標を掲

げ、地区で抱える問題・課題解決への道筋を示し、「住みよい豊かな活力あ

る地域づくり」の指針とするものであります。 

 携わった地区計画策定委員をはじめ、関係者の方々に心から御礼申し上

げます。 

 これからは、東根地区振興協議会の事業として実施に移して参りますが、

東根地区のすばらしい自然、生活環境、人情等を次の世代に引き継ぐため

にも、皆様の尚一層のご協力をお願いいたします。 

 結びに、東根地区の限りない発展と地区民皆様のご健康とご多幸を祈念

申し上げて、発刊の挨拶といたします。 

         東根地区振興協議会  会 長  菊 地 保 次 

平成 21年度版「東根地区計画書」から１６年ぶりに「東根地域づくり計

画書」を策定いたしました。前回の計画と活動の総括を経て、新たに地区民

の皆様にお願いしたアンケートの結果を基に活発な議論を重ね作り上げた

ものです。策定に携わったすべての関係者の皆様に、この場を借りて御礼申

し上げます。 

人口減少や小学校の統廃合、産業構造の変化など、私達を取り巻く状況は

日々変化しています。今回の計画は、現在の地区振興協議会活動から、残す

べき望ましい活動は残しつつも、アンケートで吸い上げた最新のニーズを

反映したものとなっております。 

今後は振興協議会が主体となり活動を進めて行くことになりますが、安

心して住み続けられる地域づくりのためには、地区民一人ひとりの理解と

積極的な関与が重要になります。皆様のなお一層のご協力をお願い申し上

げます。 

東根地区計画策定委員会 委員長 佐 藤 政 夫 
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蔵王連峰と東根橋 鳩原福應寺 むかでの絵馬館 

（重要有形民俗文化財） 

１．はじめに 

(１) 東根地区の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       東根の水田と山並み（中央に自治センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東根地区は、角田市の北東部に位置し、阿武隈川と阿武隈山地

に挟まれた南北に細長い平地で、遠くに蔵王連峰を望み、自然に

恵まれた水と緑の豊かな地区です。 

 その平地を利用し米作りを中心とした農業が基盤産業となり、

阿武隈川の肥沃な河川敷の砂地を利用した「長いも」や「ゴボウ」

が特産品となっています。 

 また、平成 24 年には臥龍山福應寺毘沙門堂の絵馬が「福應寺

毘沙門堂奉納養蚕信仰絵馬（23,477枚）」として、有形民俗文

化財としては宮城県で初めて国の重要有形民俗文化財に指定さ

れ「地域の宝」となっています。 

 令和7年1月1日現在の世帯数は428世帯、地区民は1,017

人（男性：507人、女性：510人）が暮らしています。 

昭和 25年以降、人口減少が進行し、高齢化率（人口に対する 

６５歳以上の高齢者の割合）は 48.9％となっています。 

－ １ － 



地区計画策定委員会の様子 

 

 (２) 地域づくり計画について 

(３) 地域づくり計画の見直しについて 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

地域づくり計画とは、地域の特性や自然、歴史、文化、人材な

どの地域資源や地域課題を整理し、課題の解決方法や将来像を実

現する方法などを地域のみなさんで話し合いながらまとめた地

域づくりの指針となるものです。 

東根地区では、平成 21年に策定しておりますが、地域を取り

巻く環境は大きく変わってきており、住民ニーズや地域課題も多

様化・複雑化しています。このようなことから、次の 10年に向

けて地区計画の見直しを行いました。 

 

地域づくり計画の見直しにあたっては、各行政区からの推薦を

受けた 15名の地区計画策定委員と地区振興協議会の会長・副会

長で話し合いを進めてきました。 

これまでに地区計画策定委員会を１８回開催し、令和 6年２月

には中学生以上の地区民を対象に「東根地域づくりアンケート」

を実施し、地区民の意見を参考にしながら地区の課題やその対策

などについて話し合いを行ってきました。毎回、様々な議論を行

い、生まれ育った東根地区のいいところや課題を再確認すること

ができました。そして、今まで以上に安心して楽しく暮らせる地

区にしていこうという目標を共有し取り組んできました。 

※アンケート結果については、右のQRコード 

から確認することができます。 

 

〔アンケート結果〕 
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ひがしね地場産品市        ひがしね夏まつり 

２．これまでの活動の成果と課題等 

(１) これまでの活動の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 東根地区の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東根地区振興協議会では、これまでに「ひがしね地場産品市」

や「ひがしね夏まつり」などたくさんの地区民や各種団体との協

働により活動してくることができました。この活動を継続してい

くとともに、新たな活動にも積極的に取り組んでまいります。 

東根地区では人口減少・少子高齢化が進み、高齢者の移動手段

や地域の共同作業の維持など、将来へ向けた課題となることが想

定されます。安心して暮らすことのできる地区であり続けるため

にも、支え合いによる地域づくりが求められています。 
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ちゅう 

３．アンケート結果による課題 
 

アンケート調査は、東根地区に居住する中学生以上の方 976名を対象

に、全 23問の設問で令和 6年 2月に実施されました。 

このうち、761名から回答をいただきまとめられました。 

アンケート結果のうち、この東根地域づくり計画書には 3 問を抜粋し

て掲載しています。 
 

 

 

 

 

 

 この問には、「ずっと住み続けたい」と「どちらかといえば住み続けたい」と

の回答が 64％。これに対し「住み続けたくない」「どちらかといえば住み続け

たくない」との回答が 29％となりました。 

 

 

 

 

 

 

  

問 これからも東根地区に住み続けたいと思っていますか。 

（回答数 775） 

 

ずっと住み続けたい

32%

どちらかといえば住み続けたい

32%

どちらかといえば住み

続けたくない

17%

住み続けたくない

12%

無回答

7%
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※注 複数回答あり 



問 日常生活において、不安に感じていることや困っていることは  
ありますか。    （回答数 2,290 複数可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 今後、東根地区にどのようなサービスがあったら良いと思いますか。 

（回答数 1,204 複数可） 

 

 
 

 

 

  

110 

121 

140 

341 

253 

49 

66 

159 

37 

152 

77 

179 

104 

45 

72 

91 

130 

58 

22 

84 

食事づくり、洗濯、ゴミだしなどの日常生活

庭の草取り、電気器具交換などの軽作業

玄関先の雪かき、除雪

農地（田、畑）、山林の維持管理

動物による農作物被害

日常的な相談相手がいない

看病や世話をしてくれる人がいない

健康面での不安

緊急時に相談にのってくれる人がいない

災害への備えや避難

自家用車の運転が不安

買い物、通院などが不便で、移動手段の不安

生活道路などの環境整備

福祉サービスが利用しづらい

少子化による遊び相手の確保など子育てのこと

仲間と気軽に集まれる場所がない

通勤、通学が遠く不便

仕事、雇用のこと

その他

無回答

0 100 200 300 400

205 

39 

47 

99 

208 

275 

102 

121 

108 

無回答

その他

子ども等の預かりサービス

配食サービス

移動販売サービス

送迎・移送サービス

掃除・ゴミ捨て代行サービス

買い物代行サービス

話し相手、相談サービス

この問での回答数の 1位が「農地（田、畑）、山林の維持管理」（341回

答）、2位が「動物による農作物被害」（253回答）、3 位が「買い物、通院

などが不便で、移動手段の不安」（179 回答）となりましたが、その他「自

動車の運転が不安」（77 回答）などもあわせると高齢者の移動手段、車の

運転などへの不安感が高いことが読み取れます。 

この回答からも、車での送迎・移動や買い物に対する不安が高いことが回

答結果より読み取れ、これらに対しての何らかの対処を希望している方々

が多数いることがわかりました。 
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 ４．東根地区の将来像 
 

『花と笑顔が咲く ひがしね』 
 

花は心をなごやかにし、笑顔をつくります。花を愛する心は、人をやさ

しくします。 

 一日の活力は、朝のあいさつから始まります。そこから笑顔が生まれ一

日が広がります。 

『陽は東から昇る（輝く東根から発信）』 

そんな思いを込めたふるさと東根をつくるため、人にも自然にも環境

にも、とことんやさしい東根を目指します。 
 

 

 

基 本 目 標 
 

東根の将来像を実現するため、各分野の目標を次のように定めます。 

 

1．地域安全 

  ・災害に備え、みんなが安心安全な地域づくり 

  ・自助共助、みんなで助け合い安心な暮らし 

2．教育福祉 

  ・地域のみんながいきいきと楽しく暮らせる教育と福祉の充実 

  ・地域間や世代間の交流の推進 

3．産業環境 

  ・地域の資源を活かした産業振興 

  ・恵まれた環境を守り育て、住みよい地域づくり 

 
 

  

 

計画期間：令和８年度～令和１７年度 
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 5．具体的な活動 
 

（１） 高齢者にやさしい地区を目指します！ 

【高齢者ひまわり送迎事業のイメージ】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事 業 名 高齢者ひまわり送迎事業                 

課題・目的 

車の運転がむずかしい高齢の方々が、病院や買い物、市役所での手続き、

そして地域の行事などに安心して出かけられるように支援することを目

的としています。 

移動を助けることで、みなさんの健康を守り、日々の暮らしに安心を届

けるとともに、地域の行事にも気軽に参加できるようになり、地域全体が

より元気になることを目指しています。 

活動内容 

ひまわり送迎運営チームといった体制を整え、下記の活動に取り組めるよ

うにしていければと考えています。 

●対象者イメージ 

原則として 65歳以上で、自ら運転による移動が困難な方 

●移動範囲 

日常生活に必要な範囲（地区内および隣接市町の中心部など） 

●想定される支援内容 

病院・診療所への通院 

日常生活に必要な買い物 

市役所等への送迎 

振興協議会主催イベントへの送迎 

実施主体 
地区振 協 働 行 政 

実施目標 
短 期 
〔1～3 年〕 

中 期 
〔3～5 年〕 

長 期 
〔5～10 年〕 

○   ○   

ひまわり送迎チーム 
日常生活に必要な範囲内
の送迎 

対象者の設定 

移動支援スタッフ

の確保 

－ 7 － 



東根地区民防災運動会 

花のあるまちづくり活動 

 

（２） これまでの活動を継続します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 快適な生活環境を創る運動 

課題・目的 

➀花のあるまちづくり運動を推進し、心やすらぐ環境づくりに努める。 

 

②地域で連携をはかり「防災・安全・安心」な地域づくりに努める。 

活動内容 

・東根の花「ひまわり」植栽推進 

・花のあるまちづくり活動 

・東根地区民防災運動会 

・東根地区防災訓練 

・地区自主防災等の活動推進 

実施主体 
地区振 協 働 行 政 

実施時期 継  続 
○   

－ 8 － 



東根地区民球技大会 東根ふるさとまつり 

ひがしね地場産品市 ひがしね夏まつり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事 業 名 地域の活性化を図る運動 

課題・目的 

➀高齢者の生きがいづくり 

 ・高齢者にやさしいボランティア社会を築く。 

 ・高齢者の知恵と経験を活かし、子供たちと世代間交流を進める。 

②次世代を担う青少年の健全育成 

 ・挨拶・声がけ運動を推進する。 

 ・子育て支援活動を推進する。 

 ・青少年を地域ぐるみで健やかに育てる。 

活動内容 

・東根地区民球技大会 

・東根地区敬老の集い・東根ふるさとまつり 

・ひがしね夏まつり 

・ひがしね地場産品市 

実施主体 
地区振 協 働 行 政 

実施時期 継  続 
○   

－ 9 － 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東根地区民グラウンドゴルフ大会   東根健康づくりウォーキング 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリーン作戦（ゴミ拾い）  

事 業 名 心豊かな地域を創る運動 

課題・目的 

➀ゆとりのある生活を創り、積極的にボランティア活動を推進する。 

②いつも気軽に挨拶を交わし、ふれあいを大切にする。 

③趣味やスポーツの仲間を広げる。 

④ふるさとの文化や歴史を大切にし、次世代に継承する。 

活動内容 

・あいさつ運動 

・クリーン作戦 

・東根地区民グラウンドゴルフ（パークゴルフ）大会 

・ウォーキング・史跡巡り 

実施主体 
地区振 協 働 行 政 

実施時期 継  続 
○   

－ １0 － 



６．地区計画策定委員等名簿 

（１） 地区計画策定委員 

 

（２） 地区振興協議会役員    （３） 自治センター職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 行政区 氏 名  No. 行政区 氏 名 

１ 坂津田上 佐 藤  美 和  ９ 
平 貫 下 

高 橋  秀 徳 

２ 

坂津田中 

阿 部     昭  １０ 佐 藤  敏 子 

３ 荒 井  正 男  １１ 
東 小 坂 

◎ 佐 藤  政 夫 

４ 荒 井  泰 子  １２ 庄 司  琴 美 

５ 
坂津田下 

星     照 夫  １３ 西 小 坂 後 藤  達 也 

６ ○ 大 槻  祥 江  １４ 
鳩   原 

三 品  博 英 

７ 
平 貫 上 

○ 阿 部  則 夫  １５  渡 邊  睦 子 

８ 田 中  さと美   ◎：委員長  ○：副委員長 

No. 役職名 氏 名  No. 職名 氏 名 

１ 会   長 菊 地  保 次  １ センター長 渡 邊  勝 行 

２ 
副 会 長 

山 田  義 昭  ２ 
主   事 

渡 邊  友 香 
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東根地区振興協議会（事務局：東根自治センター） 

〒９８１-１５３３ 角田市平貫字土浮１０２ 

TEL：０２２４-６９-２１１１ 

FAX：０２２４-６９-２４１０ 

E-mail：higashine-cc@city.kakuda.lg.jp 〔東根自治センターメール〕 

東根地区振興協議会では、みなさんからのご意見を募集して

おります。 

東根地区に関することであればどんなことでも結構ですので、

下記よりお気軽にご意見をお寄せください。 


